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静問地学 79号 (1999)

rrの源流を訪ねて~

松本 み つ

平成 10年 10月 10日の体育の呂、会員 9名と高校生 2名は牧ケ谷に集合、清流とし

の源流、福養の滝を目指しながら、流域の地質や壁史を探る巡検に出発した。
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についての説明の立て札があ
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